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１．はじめに 

海浜砂は、河川からの流出土砂が河口付近に堆積し、それが河川からの力、波の力、沿岸流などの影響を受け、

運搬・堆積していったものと考えられ、その仕組みは非常に複雑である。そこで河床材料と流出土砂、海浜砂の

粒度分布を比較することで、その関係を検討した。先に行われた調査１）では、室蘭市からえりも町に至る長さ約

250kmの胆振・日高海岸流入河川の中間地点の海浜砂を採取し、海浜に対しての河川の流出土砂の影響を調べた。

これにより、この地域のおおまかな土砂移動を推定できた。本研究では、それらの流入河川のうち規模の大きい

沙流川、鵡川の影響が強いと考えられる地域の海浜について海浜砂を採取し、狭い範囲に着目した、河川からの

流出土砂と海浜砂の関係を検討する。 

 

２．現地調査 

現地調査は、1999年 10月に行った。調査範囲は、苫小牧東港流入の

厚真川河口左側の地点から沙流川河口南側のシノダイ岬までに至る長

さ約 20km の海浜について（図-1）、1km おきに資料を採取し、ふるい

分け試験を行った。ここで op-1 は厚真川河口で op-20 はシノダイ岬、

Mu-L,Rは鵡川、Sa-L,Rは沙流川の河口である。 

図-2 は、資料の礫成分（2mm 以上）、粗砂成分（2～0.42mm）、細砂

成分（0.42～0.075mm）の割合を示したものである。 

 

３．河道から流出する土砂の計算 

河川からの流出土砂（掃流砂と浮遊砂）を算出する。掃流砂量は

Meyer-Peter Muller の掃流砂量式を混合床に改めたもの、浮遊砂量は

岸・板倉式を用い、混合床限界掃流力は浅田の式３）から算出した。ま

た流砂は河口から 1km 地点で発生するものとし、日流量（1886～1995

年）と横断面、河床勾配を与えた。ここでエネルギー勾配は河床勾配

とし、一定とした。 

また低水路の河床粗度は流量によって変化し３）、DuneⅠまたは

transition の状態とする。高水敷は粗度係数 n=0.05 の河床状態で土砂は

流出しないとした。低水路河床の有効河床掃流力は、 
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図-1 資料採取地点と深浅図 
図‐2　礫、粗粒分、細粒分の割合
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４．考察 

本研究は、調査対象地域の漂砂が、全体として南東から北西に移動すると仮

定し、土砂移動を検討する。また図-2は、沙流川河口から鵡川河口までの海浜

砂の粒度分布を示したものである。ここで太い実線は海浜砂の、細い実線は流

砂の粒度分布を表す。 

河道からの流出土砂の計算により、河床材料のうち細粒分がより多く河口に

流されることが得られた。またこの値は河口付近の粒度分布と比較的近い結果

を示した。 

また、鵡川河口から北西側の地域では、粒度分布曲線が比較的近い傾向で細

かくなっている。この地域の海底は、等深線が汀線に平行になっており、また

大きな流入河川も少なく、港や岬などの地形も少ない。しかし、沙流川の影響

を強く受けると考えられる op-10から op-17は、これとは異なった挙動を示し

ている。これらの粒度分布を図-3に示す。ここで太い実線は海浜砂で、細い実

線は掃流砂、細い点線は掃流砂と浮遊砂の計算結果を示す。図より河口から離

れるに従い海浜砂が細かくなる挙動を示しているが、op-5,11,15 についてはそ

れとは異なる。これは、op-5 については河川の流入の影響が考えられ、op-11

は港湾施設の影響が考えられる。しかしその堆砂のシステムは非常に複雑であ

り、本研究の対象外のものとする。また図-2より、op-15は沙流川河口から室

蘭側に 3km の地点であり、沙流川の流出土砂の影響が考えられるが、その地

点を境にし、室蘭側は礫成分がほとんど見られないのに対し、えりも側では比

較的礫成分が含まれている。しかし鵡川河口から室蘭側に 3km 地点において

はそのような現象は見られない。深浅図から op-15,16間の海底に隆起部が見ら

れ、またその地域の底質は礫成分が多く分布していることから、この特異な地

形の影響が考えられるが、そのシステムについては解析していない。 

 また、計算結果より、海浜砂は浮遊砂を考慮した流出土砂よりも細粒分が

少なく、むしろ掃流砂の粒度分布に近い分布を示している。つまり、海浜部に

は河川からの流出土砂の内 0.075mm 径程の細砂成分は比較的堆積せず、より

沖合いに堆積すると考えられる。 

 

５．まとめ 

河川からの流砂は、河床材料のうち細粒分が多く河口方向に運搬され、その

分布は、河口付近の海浜砂の粒度分布に近い値を示している。 

また海浜の粒度は、河口から離れるに従って細かくなる傾向が見られる。し

かし、岬や港湾、海底の隆起などの地形が見られる箇所では、他の地点とは異なった挙動を示している。 
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図-3 現地調査の結果 
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